
 

 

 

 

 

 

 

奈井江町水防計画 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年３月 

 

奈井江町防災会議 



目          次 

 

第１章  総 則                                                                    １ 

 第１節  目 的                                                                １ 

  第２節 水防責任の大綱                                                          １ 

第３節 安全配慮                                                              ２ 

第２章  水防組織                                                                   ３ 

  第１節  奈井江町の組織                                                           ３ 

  第２節 協力及び応援                                                ３ 

第３章  重要水防区域及び水防施設                                                    ５ 

  第１節  重要水防区域の指定                                                       ５ 

  第２節  水防施設                                                                     ５ 

第４章  通信連絡                                                                       ７ 

  第１節  予報（注意報を含む）、警報並びに情報等の通信連絡                              ７ 

  第２節 水防通信連絡                                                                 ９ 

第３節 水位、雨量、流量状況通報（調査）要領                                          10 

第５章  水防活動                                                                       11 

 第１節 水防非常配備体制                                                             11 

 第２節  監視及び警戒                                                                 12 

 第３節  警戒区域の設定                                                               13 

 第４節  水防作業                                                                     13 

 第５節 避難及び立退き                                                               14 

 第６節 決壊通報                                                                     14 

 第７節 水防信号                                                                     15 

  第８節 水防解除                                                                     15 

 第９節 水防標識及び立入り検査証                                                     15 

第６章  公用負担等                                                                     17 

 第１節  公用負担                                                                     17 

 第２節  公務災害補償                                                                 18 

第７章  水防報告                                                                       19 

第８章  水防訓練                                                                       20 

 

別  表 

  別表第１  水防本部の組織図                                                      21 

  別表第２ 水防本部各部所掌事務                                                   22 

  別表第３ 消防本部組織図、消防団組織図                                     25 

  別表第４ 重要水防警戒区域                                                        26 



  別表第５ 水位観測所基準水位等一覧                                              27 

  別表第６ 水防用資機材の保有状況                                                     28 

 別表第７ 札幌開発建設部滝川河川事務所管理水門等操作員名簿                        29 

〃   北海道札幌建設管理部管理樋門・樋管操作委託管理人名簿 

   〃  排水機場管理状況  

 別表第８ 水防関係機関等との通信連絡                                    32 

 

別 図 

  別図  １ 奈井江町防災会議組織図                                                     33 

  別図  ２ 奈井江町樋門・樋管位置図                                                  34 

   

資 料 

  資料  １  水防工法                                                                   35 

  資料  ２  警報・注意報発表基準一覧表                                   41 

（札幌管区気象台発表 中空知地域・奈井江町） 

  資料 ３ 奈井江町防災行政無線一覧表                           42 



1 

 

 
第１章  総 則 

 

第１節  目 的 

 

第１ この計画は、水防法（昭和24年法律第193号。以下「法」という。）第４条の規定に基づき、北海

道知事から指定された指定水防管理団体たる奈井江町が、同法第33条第１項の規定に基づき、本町の水

防事務の円滑な実施を推進するため必要な事項を規定し、重要河川の洪水その他による水災を警戒し、

防御し及び、これによる被害を軽減することを目的とする。 

 

第２節 水防責任の大綱 

 

第１ 法に定める水防に関係ある機関及び一般住民等の水防上の責任の大綱は次のとおりとする。  

１ 奈井江町 

   奈井江町は、法第３条の規定により水防管理団体として町区域内における水防を充分に果たすべき

責任を有する。 

２ 北海道開発局札幌開発建設部 

    (1) 洪水等による危険が切迫した場合は、水災を防御し、又はこれによる被害を軽減する措置をと 

    ること。 

(2) 国の所管する雨量水位観測所において観測した雨量、又は水位を必要に応じ水防管理者に通知 

    すること。 

    (3) 水防警報の発表、伝達に関すること。 

３ 北海道空知総合振興局 

    (1) 空知総合振興局は、水防管理団体が行う水防に十分に効果を発揮するよう指導に努めること。 

(2) 空知総合振興局長は、次に掲げる通知を受けたときは、直ちに関係水防管理者等に受けた内容  

     を通知すること。 

     ア 札幌管区気象台が、気象業務法（昭和27年法律第165号）第14条の2第1項及び第２項の規定に

基づき気象の状況により洪水等のおそれがあると認め発表する通知を受けた場合。 

     イ 北海道開発局長が札幌管区気象台長と共同して発表する洪水予報の通知を受けた場合。    

ウ 法第16条第１項、第２項及び第３項の規定により、指定した河川につき、北海道開発局長又は

北海道知事が発表する水防警報を受けた場合。 

４ 北海道空知総合振興局札幌建設管理部 

    (1) 洪水等による危険が切迫した場合は、水災を防御し、又はこれによる被害を軽減する措置をと 

   ること。 

  (2) 道の所管する雨量・水位観測所において、観測した雨量又は水位を必要に応じ水防管理者に通 

    知すること。 

５ 札幌管区気象台 

(1) 気象、洪水の予報及び警報の発表及び通知 

(2) 洪水予報の発表及び通知 

 ６ 砂川警察署 

  (1) 水害等の情報の収集、人心安定のための広報活動の実施、及び水防活動用気象警報・注意報の伝

達について協力を行うこと。 

  (2) 危険区域居住者等の避難誘導、被害者の救助等について協力を行うこと。 

    (3) 水害時における水防活動車輌の優先通行の確保、交通秩序の維持、各種犯罪の予防取締りを行 
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      うこと。 

７ 砂川地区広域消防組合奈井江･浦臼支署・奈井江消防団 

 (1) 水防工法の実施及び訓練の参加 

   (2) 危険区域居住者の避難誘導及び救助 

８ 北海土地改良区 

    (1) 頭首工、水門、樋門、用排水路、ため池の防災管理 

９ 居住者等の義務 

     法第24条の規定に基づき、町区域内に居住する者、又は水防の現場にある者は、水防管理者、又は

消防機関の長から水防に従事することを要請されたときは、これに従うものとする。    

 

第３節 安全配慮 

 

第１ 洪水において、水防団自身の安全確保に留意して水防活動を実施するものとする。 

   避難誘導や水防作業の際も、水防団自身の安全は確保しなければならない。 

 １ 水防活動時にはライフジャケットを着用する。 

 ２ 水防活動時の安否確認を可能にするため、通常のものが不通の場合でも利用可能な通信機器を携行

する。 

 ３ 水防活動時には、ラジオの携行等、最新の気象情報を入手可能な状態で実施する。 
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第２章  水防組織 

 

第１節  奈井江町の組織 

 

第１ 奈井江町の組織 

町は、奈井江町災害対策本部条例（昭和38年条例第２号）の定めるところに準じ、水防に関する事務

を処理するものとし、その総括は総務課（防災交通係）が行うものとする。 

  なお、町に災害対策本部が設置されたときは、災害対策本部でその事務を処理するものとする。 

 

第２ 奈井江町防災会議 

法第33条の規定に基づく水防計画の調査及び審議は、奈井江町防災会議が行うものとする。なお、奈

井江町防災会議の組織は、別図１のとおりとする。 

 

第３ 水防本部の組織及び所掌事務 

水防本部の組織及び所掌事務は、別表第１及び別表第２のとおりとする。 

 

第４ 消防機関の組織 

消防機関の組織は別表第３のとおりとする。 

 

第５ 消防機関の水防分担区域 

消防機関の水防分担区域は、次に定めるとおりとする。ただし、分担区域外にあっても消防長が必要

と認め指示したときは、直ちに出動し現地水防活動に当たるものとする。 

 

        総体責任者 奈井江消防団長 

消  防  機  関 分 担 区 域 

奈井江・浦臼支署及び奈井江消防団   石狩川 ・ 奈井江川 ・ 

奈井江・浦臼支署及び奈井江消防団第一分団   茶志内川  ・ 14 号川 ・ 

奈井江・浦臼支署及び奈井江消防団第二分団   豊沼奈江川 

奈井江・浦臼支署及び奈井江消防団第三分団   

 

第２節 協力及び応援 

 

第１ 河川管理者の協力 

河川管理者北海道開発局長及び北海道知事は、自らの業務等に照らし可能な範囲で、奈井江町が行う

水防のための活動に次の協力を行う。 

 １ 北海道開発局（河川管理者）の協力事項 

(1)   河川に関する情報（石狩川の水位及び雨量、河川管理施設の操作状況に関する情報、ＣＣＴＶの  

映像、ヘリ巡視の画像等）等の提供 

(2)  重要水防箇所の合同点検の実施 

(3)  水防管理団体（町）が行う水防訓練への参加及び水防技術講習会の開催 

(4)  水防管理団体（町）及び水防協力団体の備蓄資器材等が不足するような緊急事態に際して、河川管

理者の応急復旧資器材又は備蓄資器材（災害対策用機械含む）の貸与 

(5)  洪水等により甚大な災害が発生した場合、又は発生のおそれがある場合に、水防管理団体（町）と
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河川管理者間の水防活動に関する災害情報の共有を行うための水防管理団体（町）への職員の派遣(リ

エゾンの派遣)及び緊急災害派遣隊（ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ）の派遣 

 

２ 北海道知事（河川管理者）による協力事項 

(1)  水防管理団体(町)に対して、河川に関する情報（道管理河川の水位、河川管理施設の操作状況に関

する情報）等の提供 

(2)  重要水防箇所の合同点検の実施 

(3)  水防管理団体（町）が行う水防訓練及び水防技術講習会への参加 

(4)  水防管理団体（町）及び水防協力団体の備蓄資機材が不足するような緊急事態に際して、河川管理

者の備蓄資機材の貸与  

 

第２ 隣接市町村水防管理団体との協力応援 

法第23条の規定に基づく隣接市町村水防管理団体との協力応援系統は、次のとおりとする。 

   

  

第３ 警察官との協力応援 

警察官の協力応援は、奈井江町地域防災計画本編第５章第26節「災害警備計画」の定めるところに準

ずるもののほか、水防管理者等が協力応援を求めるときの法に規定されている事項は、次のとおりとす

る。 

(1) 警戒区域の監視           法第21条第２項 

(2) 警察官の出動            法第22条 

(3) 警察通信施設の使用         法第27条第２項 

(4) 避難、立退きの場合における措置   法第29条 

  

第４ 自衛隊の派遣要請 

水防管理者は、水防上自らの能力で処理することが困難な事態が予測されるときは、奈井江町地域防

災計画第５章第29節「自衛隊災害派遣要請及び派遣活動計画」に定めるところにより、知事（空知総合

振興局長）に対して派遣要請を要求するものとする。 

 

  

奈井江町水防管理団体 市町水防管理団体 　　電　　　話

砂川地区広域消防組合
奈井江・浦臼支署
0125-65-2259

浦臼町水防管理団体 0125-68-2111

美唄市水防管理団体 0126-62-3131

奈井江町 0125-65-2111

砂川市水防管理団体 0125-54-2121
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第３章  重要水防区域及び水防施設 

 

第１節  重要水防区域の指定 

   

第１ 重要水防区域の指定 

町区域内の河川等で、水防上特に重要な箇所は別表第４のとおりとする。また、石狩川が氾濫した場

合の浸水想定区域は奈井江町防災ハザードマップに掲載することとする。 

 

第２節  水防施設 

   

第１ 雨量、水位観測所 

本町の隣接区域内に設置された雨量、水位観測所は、次のとおりである。 

   〇 雨量観測所一覧                                                 

 所 轄 

区 分 
観測所名 河 川 名 位    置 通報先（照会先） 種別 

札幌開発

建設部 

橋本町 石 狩 川 新十津川町中央89番地 
滝川河川事務所 

（0125-76-2211） 
テレメータ 浦 臼 石 狩 川 浦臼町於札内325の73 

奈井江大橋 石 狩 川 浦臼町黄臼内 

 

   〇 水位観測所基準水位等一覧                                             

      別表第５のとおりとする。 

  

第２ 水防倉庫及び水防用資器材の備蓄等 

本町の水防倉庫及び水防用資器材の備蓄は、別表第６のとおりである。なお、町が備蓄する資器材に

不足が生じたときは、必要に応じ関係機関、民間等に要請し調達するものとする。 

また、緊急事態に際して、国の応急復旧用資器材又は道の備蓄資器材を使用する場合には、国土交通

省北海道開発局札幌開発建設部滝川河川事務所長又は北海道空知総合振興局札幌建設管理部滝川出張

所長に電話にて承認を受けるものとする。 

 

第３ 輸送の確保 

非常の際、資器材、作業員その他の輸送を確保するため、町内の重要水防区域において、あらゆる状

況を推定して輸送経路図を作成のうえ北海道空知総合振興局札幌建設管理部滝川出張所長に提出して

おくものとする。 

   

第４ 水防用土砂採取場 

水防管理者は、水防活動の実施に必要な土砂採取場を調査し、常に採取可能な状態としておくものと

する。水防活動に必要な土砂を確保するものとする。 

  

第５ 内水排除機等の操作 

内水排除機及び揚排水機、樋門・樋管等の管理者（以下「施設管理者」という。）は、平常時から管

理に万全を期し、有事に際してはその機能が十分発揮できるよう努めるものとする。 

  (1) 施設管理者は、気象等の状況の通報があった後は、水位の変動を監視し、必要に応じて適正な操作

を行うものとする。 

(2) 施設管理者は、あらかじめ施設操作要領を作成し操作員に周知徹底を図り、操作等について支障の
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ないようにするものとする。 

(3) 操作要領等には、次の事項を定め水防管理者に提出するものとする。 

  (ｱ) 目的 

  (ｲ) 点検整備要領 

  (ｳ) 操作員氏名 

  (ｴ) 操作の時期及び通報 

  (ｵ) 操作に関する記録及び報告 

  (ｶ) その他 

  

第６ 水門の設置場所 

本町の区域内に設置された樋門・樋管等の内水排除施設は、別表第７及び別図２のとおりである。 
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第４章  通信連絡 

 

第１節  予報（注意報を含む）、警報並びに情報等の通信連絡 

  

第１ 水防活動用予報（注意報を含む）、警報並びに情報等 

水防管理者又は水防関係機関は、常に気象の状況に注意するとともに、札幌管区気象台及び北海道 

開発局又は北海道から発表される次の水防活動用の各種予報及び警報の処理に遺漏のないようにしな 

ければならない。 

    水防活動に用いられる予報及び警報等の種類及び発表機関は、次のとおりである。 

 区   分 種    類 発 表 機 関 摘    要 

 気象予報警報 

    法第10条第1項 

   気象業務法 

     第14条の2第1項 

大雨注意報・大雨警報 

洪水注意報・洪水警報 

大雨特別警報 

札幌管区気象台 

一般向け注意報及び警報の発

表をもって代える 

 洪水予報 

    法第10条第2項 

    気象業務法 

    第14条の2第2項 

注意報・警報・情報 

北海道開発局 

札幌管区気象台共同 

洪水予報河川について、水位又

は流量を示して行う予報 

 水防警報 

   法第16条 

待機・準備・出動・指示 

解除 

北海道開発局 

北  海  道 

水防管理団体に水防活動を行

う必要があることを警告して

発表 

         (注）水防活動用気象警報・注意報等は、水防活動用として特に発表されるものではなく、一 

般向け注意報に含めて発表されるものである。したがって、氾濫警戒情報・氾濫注意情報 

等が発表されたときは、直ちに水防活動用気象警報・注意報が発表されることになる。 

 

  洪水予報の種類、危険度レベル、水位の名称、発表基準等 

 洪水の危

険度ﾚﾍﾞﾙ 

洪水予報 

の種類 
水位の名称 

発表する情報 

（予報文の標題） 
発表基準 

市町村・住民に 

求める行動等 

 

レベル５ 洪水警報 （氾濫発生） 石狩川氾濫発生

情報 

氾濫の発生（レベル５） 住民の避難完了 

レベル４ 

（危険） 

洪水警報 氾濫危険水位

（特別警戒水

位） 

石狩川氾濫危険

情報 

氾濫危険水位（レベル４）

に到達 

市町村は避難勧告等

の発令を判断 

住民は避難を判断 

レベル３ 

（警戒） 

洪水警報 避難判断水位 石狩川氾濫警戒

情報 

避難判断水位（ﾚﾍﾞﾙ3）に

到達し、さらに水位の上昇

が見込まれる場合、あるい

は一定の時間後に氾濫危険

水位（ﾚﾍﾞﾙ4）に到達する

ことが見込まれる場合 

市町村は避難準備・

高齢者等避難開始の

発令を判断 

住民は、氾濫に関す

る情報に注意し避難

を判断 

レベル２

（注意） 

洪水注意

報 

氾濫注意水位

（警戒水位） 

石狩川氾濫注意

情報 

氾濫注意水位（レベル２）

に到達し、さらに上昇する

おそれがあるとき 

水防団出動 

   

  

レベル１ （発表なし） 水防団待機水位 （発表なし）  水防団待機 
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北　　海　　道

空知総合振興局地域創生部

札幌管区気象台

 北海道開発局

札幌開発建設部

砂川地区広域消防組合
奈井江・浦臼支署（ 水防管理者）

北 海 道 警 察

自 衛 隊

奈 井 江 町

空知総合振興局

札幌建設管理部

対策通報

札幌管区気象台 （水防管理者）
砂川広域消防組合

℡65-2111
奈井江・浦臼支署

℡65-2259
NTT 東 日 本 ( 五 反 田 ｾ ﾝ ﾀ )

Ｎ Ｈ Ｋ 放 送 局 一 般 住 民

奈井江水防団北海道

札 幌 開 発 建 設 部

自 衛 隊

北 海 道 警 察

対策通報
空知総合振興局 奈 井 江 町

総 務 省 消 防 庁 ※警報発令時

報 道 機 関

NTT 西 日 本 ( 松 山 ｾ ﾝ ﾀ )
※警報発令時

対策通報

一 般 住 民

※警報発令時

総 務 省 消 防 庁 ※警報発令時

北 海 道 電 力 ㈱

奈井江水防団
札 幌 開 発 建 設 部

（水防管理者）
札幌管区気象台 砂川広域消防組合

奈井江・浦臼支署
℡65-2259北 海 道 警 察

NTT 東 日 本 ( 五 反 田 ｾ ﾝ ﾀ )

NTT 西 日 本 ( 松 山 ｾ ﾝ ﾀ )

℡65-2111

対策通報
空知総合振興局 奈 井 江 町

Ｎ Ｈ Ｋ 放 送 局

報 道 機 関

北海道

札 幌 開 発 建 設 部

自 衛 隊

第２ 水防活動用予報（注意報を含む）、警報並びに情報等の伝達 

水防管理者は、水防活動用気象予警報、洪水予報または水防警報の通知を受けたときは、次によ  

り伝達を行うものとする。 

 

  (1) 水防活動用気象警報・注意報及び情報等 

       （法第10条第1項、気象業務法第14条の2第1項） 

 

    

    

    

    

    

    

 

 

    

 

  (2) 洪水予報 

    札幌開発建設部と札幌管区気象台が共同で発表した場合                                    

       （法第10条第2項、気象業務法第14条の2第2項） 

 

    

    

    

 

    

 

 

 

 

    

                                               

 (3) 水防警報（法第16条第1項） 

    ア  北海道開発局が発表した場合 

 

   

    

    

    

    

    

    

    

    



9 

 

自 衛 隊

空知総合振興局地域創生部

札幌管区気象台

札幌開発建設部

北 海 道 奈 井 江 町

（ 水防管理者）
砂川地区広域消防組合
奈井江・浦臼支署

札幌建設管理部

北 海 道 警 察

空知総合振興局

    イ  北海道が発表した場合 

    

    

    

    

    

    

    

    

 

第２節 水防通信連絡 

 

第１ 町の通信連絡 

町の通信連絡は、一般加入回線及び携帯電話によるほか、町の防災行政無線、消防無線、北海道総合

行政情報ネットワーク等の回線を用いて行うものとする。 

   

第２ 通信連絡系統 

水防に関し関係機関と相互に行う通信連絡は、別表第８によるものとする。 

 

第３ 非常通話の取扱い 

  異常事態により即時通話ができないときでも非常の場合には公衆電話施設を「非常通話」として優先

的に使用することができる。 

 非常通話は洪水が発生し、又は発生するおそれがある旨の通報及び警報若しくは、予防のため緊急を

要する事項を内容とする通話である。水防機関相互間において使用するものに限られている。 

  非常通話の申込みは、やむを得ない理由がある場合を除き、NTTへ登録した番号の加入電話により申

し込むものとする。この場合必ず「非常」の旨及びその必要な理由を申し出るものとする。 

 

第４ その他の通話施設の使用 

  その他一般加入電話による通信不能又は特に緊急を要する場合は、次に掲げる機関の専用電話、無線

等の通信施設を使用することができる。 

 (1) 北海道警察本部通信施設 

 (2) 札幌管区気象台通信施設 

 (3) 北海道開発局通信施設 

 (4) 北海道旅客鉄道株式会社通信施設 

 (5) 北海道電力株式会社通信施設 
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第３節 水位、雨量、流量状況通報（調査）要領 

  総務対策部総務・企画班は、次の雨量・水位観測通報系統により情報を収集し、洪水その他による水

害の予防に努める。 

 

雨量・水位観測通報系統図 

 

 

　通常以外の系統

奈井江大橋雨量水位観測所 道雨量水位観測所

札幌開発建設部
（滝川河川事務所）

空知総合振興局
地域創生部

空知総合振興局
札幌建設管理部
（滝川出張所）

北海道開発局 北　海　道

奈　　井　　江　　町

　通常の系統
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第５章  水防活動 

 

第１節 水防非常配備体制 

  

第１ 町の非常配備体制 

町は、法第10条並びに第11条に規定する洪水予報及び第16条に規定する水防警報を受けたとき、

又は洪水の危険が予想されるときから、その危険が解消されるまでの間は、次による非常配備体制

により水防業務を処理するものとする。 

   なお、災害対策本部が設置されたときは、奈井江町地域防災計画に基づく非常配備体制により処

理するものとする。 

(1) 非常配備基準と体制 

   非常配備基準と体制は、次のとおりとする。ただし、災害の規模及び特性に応じ、基準に  

    よりがたいと認められる場合は、臨機応変の配備体制を整えるものとする。 

 

   種 別      配  備  時  期   配 備 内 容    担 当 部    任  務  

 

 

 第１非常 

 

 配  備 

  (準備） 

 １．気象業務法に基づく気象に

  関する情報又は警報が発表さ

   れ、災害の発生が予想される 

   とき。 

 ２．その他必要により本部長が 

   当該非常配備を指令したと

き。 

 １．情報連絡のた 

   め、総務課が当

たる。 

 ２．情報連絡のた 

   め各課長等をも

   って当たるもの

   で、状況により 

   次の配備体制に

   円滑に移行でき

   る体制とする。 

各課長及び 

総務課・建設

環境課・産業

観光課の係長

以上の職員、

防災担当職員 

 １．情報の収 

  集 

 ２．関係機関 

   との連絡 

 

 第２非常 

 

 配  備 

  （警戒） 

 １．局地的な災害の発生が予想 

   されるとき、又は災害が発生 

   したとき。 

 ２．その他必要により本部長が 

 当該非常配備を指令したと

き。 

  災害応急対策に 

 関係のある各班の 

 所要人員をもって 

 当たるもので、災 

 害の発生とともに 

 直ちに非常活動が 

 開始できる体制と 

 する。 

 各係長以上

の職員、防災

担当職員 

 １．情報の収 

   集 

 ２．関係機関 

   との連絡 

 ３．応急措置 

   の実施 

 

 第３非常 

 

 配  備 

  (出動） 

 １．広域にわたる災害の発生が 

   予想される場合、又は被害が 

   特に甚大と予想される場合に

   おいて、本部長が当該非常配 

   備を指令したとき。 

 ２．予想されない重大な災害が 

   発生したとき。 

  本部全員をもっ 

て当たるもので、状 

況によりそれぞれ 

の応急活動ができ 

る体制とする。 

 全職員  災害業務全般 

 の実施 

       
      (注）水防管理者は非常配備を指令したときは、水防に関係ある機関に通知するとともに、空知 

      総合振興局に報告するものとする。 
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 （2）消防団及び消防機関の非常配備基準 

  種 別  配 備 の 時 期  配 備 内 容 

待 機 

 １．水防警報河川に水防警報（待機）が 

   発令されたとき。 

 ２．石狩川下流氾濫注意情報（警戒レベル２

相当情報）が発令され、待機を必要と認

めたとき。 

 ３．大雨警報又は洪水警報（警戒レベル

３相当情報）の発表によ り、又は河川

等の状況により、待機を必要と認めた

とき。 

 ４．知事から待機の指示を受けたとき。 

 １．状況に応じ直ちに出動できるような非番 

   の職員に対し自宅待機を指示すること。 

 ２．重要水防区域、その他水防注意を要する 

   箇所の非常監視警戒を行うこと。 

 ３．予想される災害の状況程度によって一部 

   の職員又は団員を招集し、隊の増強を行うこ 

   と。 

準 備 

 １．石狩川下流氾濫警戒情報（警戒レベ

ル３相当情報）及び水防警報河川に水

防警報（準備）が発令されたとき。 

 ２．大雨警報又は洪水警報（警戒レベル

３相当情報）の発表により、又は河川

等の状況により、水防活動の準備を必

要と認めたとき。 

 ３．知事から出動準備の指示を受けた 

   とき。 

 １．非番消防職員の半数及び団員の半数を招 

   集し、隊の編成を行うこと。 

 ２．水防本部に連絡員を派遣し、連絡情報の 

   収集に努めること。 

 ３．出動車両の点検整備を行うこと。 

 ４．水防資機材及び各隊装備機材の整備及び 

   準備を行うこと。 

 ５．出動の場合の順路検討及びこれに伴う対 

   策を確認すること。 

 ６．重要水防区域、その他水防上注意を要す 

   る箇所の非常監視警戒の強化を行うこと。 

出 動 

 １．水防警報河川に水防警報（出動）が 

   発令されたとき。 

 ２．石狩川下流氾濫警戒情報（警戒レベル３

相当情報）が発令され、又は雨量、水位、

流量その他の状況により氾濫注意水位

に達し、なお上昇のおそれがあるとき。 

 ３．大雨警報又は洪水警報（警戒レベル３相

当情報）が発表され、又は雨量、水位、

流量その他の状況により堤防の溢水

（水があふれる）、決壊等のおそれが

あるとき。 

 ４．知事から出動の指示を受けたとき。 

 １．消防職員及び団員の全部を収集し隊の編 

   成を行い、現地に出動し、水防活動及び避 

   難救助活動を行うこと。 

 

第２節 監視及び警戒 

 

第１ 常時監視 

水防管理者は、巡視責任者を総務課長と定め窓口を総務課とし、河川等を巡視させるものとする。巡

視責任者は、水防上危険であると認められる箇所を発見したときは、直ちに水防管理者に報告するもの

とし、水防管理者は当該河川等の管理者に連絡し必要な措置を求めるものとする。 
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第２ 非常監視及び警戒 

巡視責任者は水防管理者が非常配備を指令したときは、監視警戒を厳重に行い、異常を発見したとき

は、直ちに水防管理者に報告するものとし、水防管理者は速やかに河川管理者に連絡し必要な措置を求

めるものとする。 

   なお、堤防等の警戒巡視に当たり、特に監視を厳重にすべき事項は次のとおりとする。 

 (1) 住宅側の堤防斜面で漏水又は飽水による亀裂及び崖崩れ 

 (2) 川側の堤防斜面で水当りの強い場所の亀裂及び崖崩れ 

 (3) 堤防の上面の亀裂又は沈下 

 (4) 堤防の越水（水があふれる）状況 

 (5) （排・取）水門の両袖又は底部よりの漏水と扉の締まり具合 

 (6) 橋梁その他構造物と堤防の取付け部分の異常 

 (7) 溜池等については(1)から(6)までの他、次の事項について注意するものとする。 

   ア  取水口の閉鎖状況 

  イ  地域の山崩れの状態 

  ウ  流入水並びに浮遊物の状況 

  エ  余水吐及び放水路付近の状況 

  オ  重ね池の場合の上部溜池の状況 

  カ （排・取）水門の漏水による亀裂及び崖崩れ 

 

第３節  警戒区域の設定 

  

第１ 警戒区域の設定 

法第21条の規定に基づき、消防機関に属する者は、水防上緊急の必要がある場所に警戒区域を設定し、

水防関係者以外の者に対して、その区域への立入を禁止、若しくは制限し、又はその区域から退去を命

ずることができるものとする。 

  

第２ 警察官の警戒区域の設定 

第１に定める場所において、消防機関に属する者がいないとき、又はこれらの者から要求のあったと

きは、警察官は消防機関に属する者の職権を行うことができるものとする。 

  

第３ 警戒区域設定の報告 

前第１において警戒区域を設定した者は直ちに水防管理者、消防支署長及び警察署長に報告するもの

とする。 

 

第４節 水防作業 

  

第１ 水防作業 

水防作業を必要とする異常事態が発生したときは、被害を未然に防止し、又は被害の拡大を防ぐため、

堤防の構造、流速、護岸の状態等を考慮して、最も適切な工法を選択し、迅速的確に作業を実施するも

のとする。 

 

第２ 水防区域における水防工法の種類は、資料１のとおりとする。 
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第５節 避難及び立退き 

  

第１  避難及び立退きの指示 

水防管理者は、洪水により著しい危険が切迫していると認められるときは、奈井江町地域防災計画

本編第５章第４節「救助救出計画」の定めるところにより、必要と認める区域の居住者、滞在者その

他の者に対し、避難のため立退くべきことを指示するものとする。なお、水防管理者が立退きを指示

する場合においては、速やかに知事（空知総合振興局長）及び警察署長に通知するものとする。解除

の公示をした場合も同様とする。 

 

第２  警察官の避難の指示 

警察官は、水防管理者が避難のための立退きを指示することができないと認めるとき、又は水防管理

者から要求があったときは、必要と認める地域の居住者、滞在者その他の者に対し、避難のための立退

きを指示するものとする。なお、警察官が立退きを指示する場合においては、水防管理者に通知するも

のとする。 

 

第３  避難場所の指定及び避難者等の輸送 

避難場所の指定及び避難者等の輸送は、奈井江町地域防災計画本編第５章第４節「救助救出計画」

及び第23節「輸送計画」に定めるところによるものとする。 

 

第４ 特に防災上の配慮を要する者が利用する施設の洪水予報等の伝達 

浸水想定区域（石狩川）内及び奈井江川沿いの高齢者、障がい者、乳幼児等の要配慮者その他特に防

災上の配慮を要する者が利用する施設（要配慮者関連施設）について、洪水時に円滑かつ迅速な避難の

確保が図られるよう洪水予報等を電話、ＦＡＸ、広報車等により施設管理者に伝達するとともに避難誘

導等を実施する。 

 

    要配慮者関連施設 

 名         称 所  在  地 電 話 ＦＡＸ 

奈井江小学校 奈井江町字奈井江162番地

1 

65-2108  65-2811 

奈井江中学校 奈井江町字奈井江147番地

4 

65-2150  65-2164 

奈井江町立国民健康保険病院 奈井江町字奈井江12番地9 

 

65-2221  65-2727 

日本介護事業団老人保健施設「健寿苑」 奈井江町字奈井江12番地9 

 

65-5232  65-2149 

奈井江町認定こども園（地域子育て支援ｾﾝﾀｰ） 

 

奈井江町字奈井江245番地

8 

65-2780 － 

日本介護事業団老人総合福祉施設「やすらぎの家」 奈井江町字奈井江245番地

1 

65-2866  65-2867 

奈井江町高齢者生活福祉センター「ひだまり」 奈井江町字奈井江245番地

1 

65-2856 － 

社会福祉法人ないえ福祉会 

地域支援事務所（日中） 

グループホーム「アルク」（夜間） 

グループホーム「フピ」 （夜間） 

グループホーム「イハナ」（夜間） 

 

奈井江町字奈江原野2254

番51 

 

 

 

 

74-6211 

65-3822 

65-6722 

65-5075 

 

74-6211 
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奈井江町

 （水防管理者）

砂川地区

広域消防組合

奈井江・浦臼支署

   （支署長）
空 知 総 合 振 興 局

広 報 車 等　　　　一　　般　　住　　民

札 幌 開 発 建 設 部 滝 川 河 川 事 務 所 0125-76-2211

札 幌 建 設 管 理 部 滝 川 出 張 所 0125-22-3434

0126-20-0033地 域 政 策 課

通　　報　　先 担 当 課 等 電　　話

砂 川 警 察 署 警 備 係 0125-54-0110

第６節 決壊通報 

  

第１ 決壊通報 

水防に関し、堤防その他の施設が決壊したとき、又は越水、溢水若しくは異常な漏水が発生したとき

は、水防管理者、消防支署長又は他の管理者は、直ちに次により通報するものとする。 

堤防等の決壊通報系統図 

 

 

 

 

 

   

  

          

第７節 水防信号 

  

第１ 水防信号 

  法第20条の規定により、知事の定める水防信号は次のとおりとする。 

  備 考 

    １．信号は適宜の時間継続すること。 

    ２．必要があれば警鐘信号及びサイレン信号を併用することを妨げない。 

    ３．危険が去ったときは、口頭伝達により周知させるものとする。 

 

第８節 水防解除 

  

第１ 水防解除 

水防管理者は、水位が警報水位以下に減じ、危険がなくなったときは、水防警戒体制を解除し、これ

を一般に周知する。 

 

 

 

 

 

    方法

 区分

○休止  ５秒－１５秒 ５秒－１５秒 ５秒－１５秒

○休止

○休止 ○ － 休止   ○ － 休止 　○ － 休止

○－○－○  ５秒－６秒　５秒－６秒　５秒－６秒

○－○－○

○－○－○ ○ －休止  ○ －休止　○ －休止

○－○－○－○  １０秒－５秒 １０秒－５秒 １０秒－５秒

○－○－○－○

○－○－○－○ ○ －休止　○ －休止　○ －休止

 １分－５秒　１分－５秒　１分－５秒

○ －休止　○ －休止　○ －休止

 出動第１

信号

 出動第２

信号

 危険信号

（避難立
ち退き）

 水防管理団体の区域内に居住す

る者の出動信号

警鐘信号 サイレン信号 摘　　　　要

 警戒信号

乱　　　打

 はん濫危険水位（警戒水位）に

達したとき及び気象台から気象の
通報を受けたとき発する信号

 水防管理団体及び消防機関の属

する者全員出動信号

 必要と認める区域内の居住者に

避難のため立ち退きの事を知らせ
る信号
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第９節 水防標識及び立入り検査証 

  

第１ 水防標識 

法第18条の規定により知事の定めた水防のために出動する車両等の標識は次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

       

 

第２ 資料収集のための職員等の身分証明書 

法第49条第１項に定める業務を行うための職員及び消防機関に属する者の身分証明書は次のとおり

とする。 

 

                       （表）                                    （裏） 
 

   第 号 

          水防立入検査証 

 

  所 属 

 

   職 

 

  氏 名 

 

 

 

      年 月 日 

 

      奈井江町長                印 

  

             注  意 

 

  １．本書は、他人に貸与し若しくは 

   贈与し又は勝手に修正しないこと。 

 

  ２．本書は、身分を失ったときには 

   直ちに発行者に返還すること。 

 

  ３．本書は、水防法第49条第１項 

    による立入票である。 

 

 

                           （縦９センチメートル 横６センチメートル） 
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第６章 公用負担等 

 

第１節 公用負担 

  

第１ 公用負担 

法第28条の規定により、公用負担命令を行うときは、別記様式２による公用負担命令票を交付して行

うものとする。 

（1） 水防のため必要があるときは、水防管理者及び消防機関の長は次の権限を行使することができる。 

   ア 必要な土地の一時使用 

   イ 土石、竹木、その他の資材の使用若しくは収用 

   ウ 車両その他運搬用機器の使用 

   エ 排水用機器の使用 

   オ 工作物その他障害物の処分 

（2） 公用負担の権限を行使する者は、その身分を示す証明書を、また、これらの者の命を受けた者は、

別記様式１に定める委任を受けた証明書を携行し、関係人の請求があった場合は、これを呈示しな

ければならない。 

（3）公用負担の権限を行使する者は、別記様式２に定める証票を２通作成して、当該権限を行使する場

合その１通を目的物の所有者、管理者又はこれに準ずる者に交付するものとする。 

 

  （別記様式１） 

 

 第   号 

 公用負担権限委任証 

 

                         住 所 

                         職 名 

                         氏 名 

 

   上記の者に ○○○区域における水防法第28条第１項の権限行使について委任したこと 

 を証明する。 

 

       年  月  日 

 

 

                      委任者  氏名             印 

 

 

 

                                                 （縦９センチメートル 横６センチメートル） 
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  （別記様式２） 

 

 第  号 

 公用負担命令票 

 

                          住 所 

                          氏 名 

 

  水防法第28条第１項の規定により、次のとおり公用負担を命ずる。 

 

  １ 目的物 

  （１）所在地 

  （２）名 称 

  （３）種 類（又は内容） 

  （４）数 量 

 

  ２ 負担内容 

  （使用、収用、処分等について詳記すること） 

 

        年  月  日 

 

                     命令者   職  氏名          印 

                                                                   （日本工業規格Ａ４版） 

  

第２ 損失補償 

水防管理団体は、公用負担の権限を行使することにより損失を受けた者に対し、法第28条の規定によ

り損失を補償しなければならない。 

 

第２節 公務災害補償 

  

第１ 公務災害補償 

法第24条の規定により居住者等が水防に従事したことにより死亡し、負傷し、若しくは病気にかかり、

又は水防に従事したことによる負傷若しくは病気により死亡し、若しくは障がいの状態となったときは、

法第45条の規定に基づき、市町村消防団員等公務災害補償条例（昭和32年２月13日北海道市町村総合事

務組合条例第１号）の定めるところにより補償するものとする。 
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第７章 水防報告 

 

第１ 水防報告 

水防管理者は、次に定める事態が発生したときは、速やかに空知総合振興局長に報告するとともに、

空知総合振興局長は当該水防管理者からの報告について、国（開発建設部）に報告するものとする。 

 （1）消防機関又は消防団を出動させたとき。 

 （2）他の水防管理団体に応援を要請したとき。 

 （3）その他必要と認める事態が発生したとき。 

 

第２ 水防活動実施報告 

水防管理者は、水防が終結したときは、速やかに記録を整理するとともに、次に定める様式による水

防活動実施報告書を作成の上、所定の期日までに空知総合振興局長に報告するものとする。 

  【調査対象期間】１月～5月、6月～7月、8月～9月、10月～12月 

自    年    月

（ 奈井江町 ） 至　　年　　月

主要資材 その他資材 計

北海道分 人 円 円 円

前 回 迄 － － －

　　月　　　分 － － －

　　月　　　分 － － －

　　月　　　分 － － －

　　月　　　分 － － －

　　月　　　分 － － －

小　　　　計 － － －

　累　  　　計 － － －

水防管理団体分

前 回 迄

　　月　　　分 （　　） －

　　月　　　分 （　　） －

　　月　　　分 （　　） －

　　月　　　分 （　　） －

　　月　　　分 （　　） －

小　　　　計 （　　） －

　累　  　　計 円 円 円

（ 作成要領 ）
1 「前回迄」欄は、前回報告分にかかる「累計」欄の数及び金額を記入すること。

2 「団体数」欄の（　）書には、当該月内に水防活動を行った水防管理団体数を、その他の欄には水防管理団体の実数を記入すること。

3 「月分」欄は、当該期間の調査対象月数に応じ区分すること。ただし、水防活動を行わない月の欄は不要。

4 「主要資材」欄は、俵、かます、布袋類、畳、ムシロ、縄、竹、生木、丸太、くい、板類、鉄線、釘、かすがい、蛇かご、置石、及び土砂の使用額を記入すること。

5 「その他資材」欄は、主要資材以外の資材の使用額を記入すること。

6 「左のうち主要資材3 5 万円以上使用団体分」の各欄の記入は、水防管理団体分の「累計」欄のみ記入すること。

計

水 防 活 動 使 用 資 材 費 左のうち主要資材35万円以上使用団体分

備         考使 用 資 材 費
団体数

水　防　活　動　実　施　報　告　書

（　　）
－

区　分
団体数

活動延べ
人数

主要資材 その他資材
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第８章 水防訓練 

 

第１ 水防訓練 

法第35条の規定により、水防管理者は、毎年消防機関の職員及び団員に対し、水防訓練を実施し水防

技術の向上に努めるものとする。 

 

第２ 水防訓練については、「防災計画本編第４章第１節防災教育及び訓練計画」に基づき実施するもの

とする。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

別表、別図、資料 
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別表第１ 水防本部の組織図 

 

 

本部長 副本部長  総務係

（町長） （副町長）  管財情報係

（教育長）  防災交通係

町長

副町長 企画財政課長  政策推進係

教育長  広報協働係

総務課長 議会事務局長  財政係

企画財政課長  庶務係

会計課長

町民生活課長

保健福祉課長

産業観光課長 町民生活課長  戸籍係

建設環境課長 　避難対策 保健福祉課長  医療保険係

　　・救護班 　会計課長  税務係

議会事務局長 町立国保病院  福祉係

　　　　事務長  介護支援係

 健康づくり係

 子育て支援係

 認定こども園

 収納係

 会計係

 地域医療係

 農政係

 商工観光係

 農地振興係

 土木管理係

 都市環境係

 建築公住係

教育支援係

文化振興係
教育対策部 教育委員会事務局長 教育班 教育委員会事務局長

産業対策部 産業観光課長 農政・商工班 産業観光課長

建設・環境対策部 建設環境課長 建設・環境班 建設環境課長

民生対策部 保健福祉課長

教育委員会事務局長

町立国保病院事務長

本部員会議 総務対策部 　総務課長 総務班 　総務課長

広報・財務班
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  別表第２  

                                  水 防 本 部 各 部 所 掌 事 務 

 

部 班 所   掌   事   項 

総

務

対

策

部 

総

務

班 

１ 水害対策の総括に関すること。 

２ 水防本部の設置、配備体制及び廃止並びに周知に関すること。 

３ 防災会議に関すること。 

４ 防災会議その他関係機関との連絡調整に関すること。 

５ 災害関係の特別警報・警報・注意報及び情報の収集及び伝達に関すること。 

６ 水防関係機関及び支援活動団体との連絡調整に関すること。 

７ 水害時の非常通信計画の作成及び実施に関すること。 

８ 被害状況及び措置概要の取りまとめ並びに報告に関すること。 

９ 北海道知事への災害報告に関すること。 

10 災害救助法の適用業務に関すること。 

11 本部記録に関すること。 

12  自衛隊派遣要請に関すること。 

13 出動本部職員の把握及び各班の応援配置に関すること。 

14 水害時の輸送計画並びに車両の運行実施に関すること。 

15 町有車両の運行管理に関すること。 

16 応急対策及び復旧の資材、人員、食糧等の確保及び輸送に関すること。 

17 一般的被害（人的被害、住宅被害、非住宅被害）の調査に関すること。 

18 災害状況の公表に関すること。   

19 避難の勧告又は指示の発令に関すること。  

20 水害見舞者及び視察者等に対する応対に関すること。 

21 水害復旧と総合計画に関すること。 

22 水害時における防犯・交通安全に関すること。 

23 各部、部内との連絡調整に関すること。 

24 町有財産の被害調査、応急対策及び復旧対策に関すること。 

広

報

・

財

務

班 

１ 水害対策の予算措置に関すること。 

２ 水害補償に関すること。 

３ 水害応急対策及び復旧に要する資金計画に関すること。 

４ 総合的な災害記録の作成及び災害調査統計に関すること。 

５ 住民に対する災害情報の広報に関すること。 

６ 報道機関との連絡に関すること。 

７ 水害報道記事及び災害写真の撮影・収集に関すること。 

８ 国、道及び関係機関に対する陳情、要望及び資料調整に関すること。 
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民

生

対

策

部 

避

難

対

策

・

救

護

班 

 

１ 住民の避難誘導に関すること。（警察、消防機関と協力実施） 

２ 避難者の収容及び避難所運営管理並びに連絡調整に関すること。 

(1) 収容者の把握及び名簿の作成 

 (2) 諸記録の作成 

 (3) 食物及び生活武士意の運搬、配布等援護事務 

 (4) 施設の防火、秩序の維持及び環境整備 

３ 被災者の救助計画及び実施に関すること。 

４ 炊き出し及び食品等の供給に関すること。 

５ 被災者の生活援護及び生活必需品と供給に関すること。 

６ 住民組織との連絡調整に関すること。 

７ 日赤救助機関との連絡調整に関すること。 

８ 救援物資、義援金等の受付及び配分に関すること。 

９ 園児等の避難誘導及び水害時の認定こども園の管理運営に関すること。 

10 障がい者、老人等の避難誘導に関すること。 

11 福祉施設利用者の避難誘導に関すること。 

12 福祉施設の被害調査及び復旧対策に関すること。 

13 被災者の町税減免に関すること。 

14 り災台帳の作成及びり災証明に関すること。 

15 所管医療施設の被害調査及び応急対策等に関すること。 

16 医療部の編成及び巡回診療に関すること。 

17 応急救護所の設置及び被災者の応急医療に関すること。 

18 医療対策本部の設置における医療部隊の編成及び運営に関すること。 

19 医療施設の警防及び水害復旧対策に関すること。 

20  医療部隊の出動等、医療活動を実施した際の｢緊急医療活動報告書｣の作成に関すること。 

21 その他医療活動の実施に伴う事務に関すること。 

22 被災者の健康管理指導に関すること。 

23 医療機関との連絡調整に関すること。 

24 緊急薬品その他衛生資材の供給確保に関すること。 

25 水害時の医療及び助産関係の連絡調整に関すること。 

26 水害関係費の出納に関すること。 

27 義援金品等の出納保管に関すること。 

 

建

設

・

環

境

対

策

部 

建

設

･

環

境

班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  道路、橋梁、河川、その他土木関係の被害調査及び応急対策、普及対策に関すること。 

２ 交通不能箇所の調査及び運行に関すること。 

３ 除雪に関すること。 

４ 障害物の除去に関すること。 

５ 水害応急資材の確保、輸送及び配分に関すること。 

６ 関係河川の水位雨量の情報収集に関すること。 

７ 水防施設及び危険水防区域等の巡視警戒に関すること。 

８ 水防活動に関すること。 

９ 内水排除活動に関すること。 

10 水害時における土木建設用機械等の確保及び運用に関すること。 

11 道路の通行禁止及び制限措置等の総合調整に関すること。 

12 一般住宅及び公的施設の被害調査、応急対策に関すること。 

13 避難収容施設及び住宅の応急修理に関すること。 

14 水害時の建設用資材の確保、供給に関すること。 

15 被害住宅復興資金に関すること。 

16 被災地の住宅建築指導に関すること。 
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17 応急仮設住宅の建設に関すること。 

18 水害住宅融資の斡旋に関すること。 

19 被災宅地安全対策に関すること。 

20 水害時における都市計画事業の立案及び実施に関すること。 

21 公園施設、街路樹等の被害調査及び復旧に関すること。 

22 被災地における飲料水の確保及び供給に関すること。 

23 中空知広域水道企業団との連絡調整に関すること。 

24 下水道施設の被害調査及び災害復旧対策に関すること。 

25 災害時の廃棄物処理等計画の作成及び実施に関すること。 

26 防疫、環境衛生保持に関すること。 

27 死体の埋葬に関すること。 

28 被災地の死亡獣畜等の処理に関すること。 

29 水害時の公害発生予防及び応急措置に関すること。 

30 衛生関係施設の被害調査に関すること。 

 

産

業

対

策

部 

農

政

・

商

工

班 

１ 農業施設及び農作物等の被害調査に関すること。 

２ 農業被害に関する応急措置及び水害復旧対策に関すること。 

３ 被災農家等の調査・救護及び経営指導に関すること。 

４ 農業関係機関との連絡調整に関すること。 

５ 畜産施設、家畜等の被害調査及び応急対策、復旧対策に関すること。 

６ 農、畜産物の防疫及び衛生に関すること。 

７ 農業用資材及び家畜飼料の確保・配分に関すること。 

８ 家畜の防疫及び衛生に関すること。 

９ 林業施設及び林産物の被害調査応急対策に関すること。 

10 林業被害の水害復旧対策に関すること。 

11 町有林の被害調査及び水害対策に関すること。 

12 森林関係機関との連絡調整に関すること。 

13 被災林野の病害虫等の防疫に関すること。 

14 林野火災に関すること。 

15 土地改良施設の被害調査及び水害復旧対策に関すること。 

16 排水機場の管理運転に関すること。 

17 その他農林業被害に関し、各部に属さないこと。 

18 商工業者の被害調査及び復旧対策に関すること。 

19 観光施設の被害状況調査及び復旧対策に関すること。 

20 水害時の消費物資の確保及び安定供給に関すること。 

21 労務相談及び失業対策に関すること。 

 

教

育

対

策

部 

教

育

班 

１ 文教施設の被害状況調査及び復旧対策に関すること。 

２ 水害時の応急教育に関すること。 

３ 水害時における児童・生徒の避難誘導に関すること。 

４ 被災児童・生徒に対する学用品・教科書等の供給に関すること。 

５ 水害時の学校経営指導に関すること。 

６ 水害時における学校給食の確保に関すること。 

７ 社会教育施設の被害調査及び復旧対策に関すること。 

８ 文化財の保護及び応急対策に関すること。 

９ 社会教育施設の応急利用に関すること。 

10 水害活動に協力する女性団体等との連絡調整に関すること。 
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区分 分　類 種　　別 規　　格 単位 数量 倉庫 コンテナ 町立病院 備考

物資 救助用品 ライフベスト 着 10 10

〃 〃 担架 ケース付 台 5 5

〃 〃 ヘルメット 個 50 50

〃 〃 救急箱 個 18 18

〃 警備用品 ロープ トラロープ 本 10 10

〃 保安用品 ブルーシート 3.6m×5.4m 枚 15 15

〃 〃 雨合羽 着 24 24

〃 〃 特胴付長靴 26cm×2・27cm×2・28cm×2 足 6 6

〃 〃 テント 張 5 5

〃 〃 アルミマット ロール 枚 300 300

〃 〃 シュラフ 個 154 154

〃 〃 バックパック 個 4 4

〃 〃 デイバック 個 2 2

〃 〃 避難誘導用拡声器 個 6 6

〃 〃 一時避難場所用標旗 旗 9 9

〃 照明器具 ラジオ付ライト （ランタン）避難所用 個 12 12

〃 〃 ヘッドライト 個 10 10

〃 〃 懐中電灯 懐中電灯10個・LEDﾗｲﾄ50個 個 60 60

〃 衛生用品 介護用移動トイレ 台 10 10

〃 〃 トイレ用ﾊﾟｰｿﾅﾙﾃﾝﾄ 張 6 6

〃 〃 サージカルマスク ｲﾝﾌﾙ対策用 枚 3000 3000

〃 〃 消毒液 ｲﾝﾌﾙ対策用 本 24 24

〃 工　　具 ツルハシ 本 2 2

〃 〃 バール 本 10 10

〃 〃 剣先スコップ 本 19 19

〃 〃 角スコップ 本 10 10

〃 〃 鎌 本 2 2

〃 〃 ハンマー 本 3 3

〃 土木用材 一輪車 ネコ 台 3 3

資材 〃 木杭 本 60 60

〃 〃 土嚢 ビニール大 枚 320 320

〃 〃 土嚢 麻　大 枚 920 920

〃 〃 土嚢 PP製 袋 1200 1200

〃 〃 ワラ縄 ２０ｍ 本 4 4

〃 油処理材 油処理剤 ﾔﾏﾄｸﾘｰﾝS-480（18Ｌ） 缶 8 8

〃 〃 オイルゲーター 袋 5 5

〃 〃 吸着マット ｵｲﾙﾌﾞﾛｯﾀｰ65cm×65cm 枚 13 13

〃 〃 吸着マット 森の木太郎38cm×50cm 枚 380 380

〃 〃 吹流し吸着剤 ｵｲﾙﾌﾞﾛｯﾀｰ（吹流し） 本 5 5

〃 〃 オイルフェンス ５ｍもの 本 2 2

〃 〃 アブソーベント パッド 枚 100 100

〃 〃 アブソーベント フレークW 袋 3 3

〃 〃 アブソーベント ピローW 袋 8 8

〃 〃 アブソーベント ソックスW 本 5 5

〃 〃 アブソーベント ブームW 本 3 3

〃 〃 森の木太郎MPW-45専用ネット 枚 5 5

令和元年４月現在

別表第６

水防用資機材の保有状況
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別表第８　

令和元年４月現在

機　　　関　　　名

札幌開発建設部岩見沢道路事務所

札幌開発建設部滝川河川事務所

北海道森林管理局空知森林管理署

北海道農政事務所旭川地域拠点

陸上自衛隊第１１旅団第１０即応機動連隊

空知総合振興局森林室

空知総合振興局地域創生部（防災）

空知総合振興局保健環境部滝川地域保健室　

空知農業改良普及センター中空知支所

空知総合振興局空知家畜保健衛生所

空知総合振興局札幌建設管理部滝川出張所

砂川警察署

奈井江町役場

砂川地区広域消防組合砂川消防署

　　　〃　　　　奈井江・浦臼支署

東日本電信電話㈱北海道事業部

北海道電力㈱送配電ｶﾝﾊﾟﾆｰ滝川ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ

北海道旅客鉄道㈱奈井江駅

日本郵便㈱奈井江郵便局

北海土地改良区

空知医師会

日本赤十字社北海道支部空知地区

新砂川農業協同組合

　　　〃　　　　　奈井江支所

中空知農業共済組合

そらち森林組合

奈井江町商工会

北海道猟友会砂川支部奈井江部会

奈井江建設協会 ０１２５－６５－２５４７奈井江町北町１区

奈井江町本町２区 ０１２５－６５－２１５１

奈井江町本町１０区（役場内） ０１２５－６５－２１１１

滝川市大町１丁目５番地 ０１２５－２２－２２１１

新十津川町字中央３０２番地１ ０１２５－７６－２０５１

砂川市東１条南１丁目１番２０号 ０１２５－５４－３１８１

奈井江町本町５区 ０１２５－６５－２２１１

砂川市西２条北３丁目１－１ ０１２５－５４－２３１３

岩見沢市８条西５丁目（振興局内）０１２６－２０－０１０５

奈井江町本町５区 ０１２５－６５－２１３０

岩見沢市６条西７丁目１番地 ０１２６－２２－２４００

滝川市西町１丁目２番 ０１２５－２４－７１６６

奈井江町本町２区 ０１２５－６５－２１０１

奈井江町本町５区 ０１２５－６５－２２５９

札幌市中央区北１条西４丁目 ０１１－２１２－４４６６

奈井江町本町１０区 ０１２５－６５－２１１１

砂川市東２条北７丁目 ０１２５－５４－２１９６

０１６６－３０－９３００

滝川市泉町２３６番地

砂川市東２条南５丁目 ０１２５－５４－０１１０

岩見沢市北２条西１２丁目１－７ ０１２６－２２－１１９６

岩見沢市８条西５丁目 ０１２６－２０－００３３

滝川市流通団地３－１ ０１２５－２２－３４３４

滝川市緑町２丁目３番地 ０１２５－２４－６２０１

新十津川町字花月２３８番地８ ０１２５－７４－２２８１

岩見沢市岡山町１２－３７ ０１２６－２２－４２１２

水防関係機関等との通信連絡

所　　在　　地 電　話　番　号 備　考

０１２５－２２－２１４１

新十津川町中央８９番地 ０１２５－７６－２２１１

岩見沢市３条東１７丁目３４番地 ０１２６－２２－１９４０

０１２６－２２－４０００岩見沢市日の出北２丁目１番５号

旭川市宮前１条３－３－１５
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別図１ 奈井江町防災会議組織図 

 

 

学識経験者

奈井江町連合区長

北町連合区自主防災組織

日本郵便(株)奈井江郵便局長

奈井江町商工会会長

新砂川農業協同組合奈井江支所長

指定地方公共機関 奈井江医歯会長

奈井江町議会議長

自主防災組織を構成するもの又は

砂川地区広域消防組合の団員 砂川地区広域消防組合奈井江消防団長

東日本電信電話㈱北海道事業部　災害対策室長

北海道旅客鉄道(株)砂川駅長
指定公共機関

北海道電力㈱送配電カンパニー

滝川ネットワークセンター所長

会　長
奈井江町長

町長部局の職員 副町長

教育委員会の職員 教育長

砂川地区広域消防組合の署員 砂川地区広域消防組合奈井江・浦臼統合支署長

空知総合振興局地域創生部主幹

北海道知事の部内の職員 空知総合振興局札幌建設管理部滝川出張所長

空知総合振興局保健環境部滝川地域保健室長

北海道警察の警察官 札幌方面砂川警察署長

札幌開発建設部滝川河川事務所長
指定地方行政機関の職員

札幌開発建設部岩見沢道路事務所長

自衛隊 陸上自衛隊滝川駐屯地第１０即応機動連隊長兼駐屯地司令



[ここに入力] 
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資料１

1　土俵の作成

　 用　途　　各種工法の積土俵・おもり土俵及び詰土俵

　 作り方　　（１）　麻土俵の作成

　　　　　　　　　　 約40㎏（ショベル10～13杯）土を締めながら入れ口締めをする。

　麻袋が大きい場合は1～2個所網で十分締め胴締めをする。

　　　　　　 （２）　かます土俵の作成

　　　　　　　　　　 土を各部均等に入れたのち入口を巻いて1～2個所胴締めをする。

２　河川堤防の破提と水防工法

　　破堤の原因と過程

　　a 越　水（溢水） －　（積土俵・じやかご積み等） 

　　b 漏　水（滲漏） －　（莚（ビニールシート）張り・月の輪等）

　　①  のり尻あるいは提内地に水が噴出又は湧出する。

　　②  漏水孔から土砂が流出し逐次拡大する。

　　③  提体は軟弱となり、のりくずれ或いはき裂を生ずる。

　　④  のりくずれが続き洗堀も生じかつ漏水孔も拡大する。

　　⑤  通常漏水孔は一挙に吹き出し破堤する。

　　  ※　裏のり全体から水がしみ出ている場合は、一挙に破堤することは少なく、漏水

　　　  口を生じて上記の過程を経ることが多い。

水　　防　　工　　法

（川表）

③き裂

天端（てんぱ）

④ 裏
の
り

④

表
の
り

裏
の
り

①時として

平　場

表
の
り

裏
の
り

②

③

④

⑤

①

犬　走

提内地（川裏）
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　c 洗　堀　－　（木流し、三基枠等）

　　①  土砂等を含んだ激流がのり面及びその基部を洗堀する。護岸がはく離されると洗

　　  堀は促進される。

　　②  のりくずれ・き裂を生ずる。

　　③  しだいに表のりの洗堀のりくずれが増大し堤防の断面積は小さくなる。

　　④  漏水を生じ破堤するか、水圧に抗しきれないで押し流される。

　ｄ のりくずれ　－　（五徳縫い・抗打ち積土俵・土俵羽口等）

　　①　長期間の高水位により提体が飽水状態となると土の摩擦力が減少する。 

　　②　き裂あるいはのりくずれを生じのり面はすべり落ちる。

　　③　のりくずれ洗堀が続き提体の断面積は逐次減少する。

　　④　提体が水圧に抗しきれないようになるか、あるいは漏水等の作用で破提する。

　 e き裂　－　（折り返し・抗打ちつなぎ等）

②

①

③

④

②

③
③

②

③ ①

③
④

②③

②
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３　河川堤防の水防工法

（１）土俵羽口

　　　目　地　裏のり崩懐補強（減水したのち洗堀された表のりの補強にも可）

　　　作成法　底部をおおむね水平にならし、土俵を小口並びに一層積んで杭を打ち安定　

　　　　　　をはかる。

　　　　　　　土俵の間隔と裏には土を入れよく固める。

　　　　　　　２段目から同じ要領で原形ののり面に添う様に積み上げる。

（２）抗打積土俵

　　　目　的　川裏法・崩壊防止

　　　作成法　のり先に土俵を長手に積み上げその支え、長さ2.5ｍ内外の杭を0.6ｍ毎芯

　　　　　　々に打込み、一部に布木を結びつけこれに支柱を数ｍ毎、設置し転倒を防止

　　　　　　する。支柱の中間に押え杭、根元には止杭を設置する。

天　端

土のう

川裏側

押し杭

支　柱

止め杭

土俵上面の勾配は

提防の勾配よりや

や大

のりくずれした土の上面附近に杭を打つ

布　木

- 37 -



（３）莚（ビニールシート）張り

　　　目　的　川表のり面崩壊及び透水防止

　　　　　　　（のみ口が確認出来るとき、確認されたのみ口が直接閉塞出来ないとき、

　　　　　　　漏水を防止する。畳でも可）

　　　作成法　幅3枚、長さはのり尻までの莚を縫い合せ横に約50cm間隔にあらし竹（代

　　　　　　用可）を縫い付けおもり土俵を最下端に莚１枚に１俵の割で取付けこれを芯

　　　　　　にして簣の子巻とし、天端から網により徐々に垂れおろし煽どめの土俵をの

　　　　　　せて固定する。

（４）木　流　し

　　　目　的　　急流部流速を緩和し洗堀予防、川表法面、崩壊の拡大防止に用いる。

　　　作成法　　樹木を根本から切り、枝におもり土俵（又は石俵）を付け根本は鉄

　　　　　　　　線で縛りその一端を留杭に結束して上流より流しかけて崩壊面に安

　　　　　　　　定させる。

横方向

縫い針

縫い目

おもり
土　俵

横方向

上部

水　流

縦方向水　流

杭

備どめ
（砂利土俵）

下部

縫い目

縫い方（縫い代は約15㎝重ねる）

（竹または鉄製）

約４０㎝

水流

杭土俵

杭

鉄線鉄線のくいこみを防ぐ
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（５）三　基　枠

　　　目　的　　流水の激突を緩和し堤脚崩壊面の拡大防止

　　　作成法　（１） 前脚と桁・後脚の結束（前脚と桁は直角）

　　　　　　　（２） 中合掌木の結束（結束は鉄線により十字結び・斜め結び）

　　　　　　　（３） 砂払木の結束

　　　　　　　（４） 棚数材の結束

　　　　　　　　　　人力設置（作業中ののりくずれに特に注意）

　桁

梁材

棚数材

後合掌木

中合掌木

砂払木

前脚 後脚

捨土俵・蛇籠

（断面図） （平面図）

尻押籠
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（６）月　の　輪

　    目　的　　川裏の漏水を土俵堤を築造して漏水圧を弱める。

　　　作成法　　漏水口の周囲に土俵を半月状（半径1.2ｍ～2.0ｍ）に積上げこの中

　　　　　　　　に漏水を淀ませて上透水を堤内の水路などに放流させる。土俵積の　　　　

　　　　　　　　高さは水圧を弱める程度とする。

　　　　　　　　土俵堤の安定をよしとするため柱を打つ。透水は樋を作り土俵堤か

　　　　　　　　ら放水させ流水口には莚をあて洗掘を防ぐ。

の 樋
り

面

杭

漏水

あんこ（中詰真土）

むしろ

（断面図）

樋

むしろ

（平面図）

　漏水口

のり尻

１～２ｍ
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資料 ２

（浸水害） 表面雨量指数基準
（土砂災害）土壌雨量指数基準

雨量基準
流域雨量指数基準
複合基準

暴風 平均風速
暴風雪 平均風速
大雪 降雪の深さ
波浪 有義波高
高潮 潮位

表面雨量指数基準
土壌雨量指数基準
雨量基準
流域雨量指数基準
複合基準

暴風 平均風速
風雪 平均風速
大雪 降雪の深さ
波浪 有義波高
高潮 潮位
雷
融雪
濃霧 視程
乾燥

霜
着氷
着雪

1時間雨量 100mm

警報・注意報発表基準一覧表
令和元年5月29日現在  

発表官署 札幌管区気象台

奈井江町
府県予報区 石狩・空知・後志地方
一次細分区域 空知地方
市町村等をまとめた地域 中空知

洪水

警報

大雨 13
149

洪水

−
奈井江川流域＝9.7 豊沼奈江川流域＝9.9
−

指定河川洪水予報
による基準

石狩川下流（奈井江大橋）

18m/s
16m/s 雪による視程障害を伴う
12時間降雪の深さ50cm

70mm以上：24時間雨量と融雪量（相当水量）の合計

−
奈井江川流域＝7.7 豊沼奈江川流域＝7.9
−

指定河川洪水予報
による基準

石狩川下流（奈井江大橋）

12m/s
10m/s 雪による視程障害を伴う
12時間降雪の深さ30cm

落雷等により被害が予想される場合

最低気温3℃以下

気温0℃くらいで、強度並以上の雪が数時間以上継続
記録的短時間大雨情報

200m
最小湿度30％ 実効湿度60％

なだれ ①24時間降雪の深さ30cm以上
②積雪の深さ50cm以上で、日平均気温5℃以上

低温 5月〜10月：（平均気温）平年より5℃以上低い日が2日以上継続
11月〜4月：（最低気温）平年より8℃以上低い

注意報

大雨 9
87



資料　３

周波数 出力
(MHz) (W)

基地局 ぼうさいないえ 固定 466.975 5 建設環境課 卓上型

ぼうさいないえ　２ 可搬 〃 5 建設環境課 車載型

ぼうさいないえ　３ 〃 〃 5 建設環境課 〃

ぼうさいないえ　４ 〃 〃 5 総務課 〃

ぼうさいないえ　５ 〃 〃 5 総務課 〃

ぼうさいないえ　６ 〃 〃 5 産業観光課 〃

ぼうさいないえ　７ 〃 〃 5
砂川地区広域消防組合
奈井江・浦臼支署 〃

ぼうさいないえ　８ 〃 〃 5 建設環境課 〃

ぼうさいないえ　９ 〃 〃 5 建設環境課 〃

ぼうさいないえ　１０ 〃 〃 5 建設環境課 〃

ぼうさいないえ　１１ 〃 〃 5 建設環境課 〃

移動局

奈井江町防災行政無線一覧表

呼出名称 形式 配置場所 備考

- 42 -


